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助成活動名 みんなの広場 まんなか みっけの日 ～体験活動・学習支援～ 

助成額      500,000 円 

活動内容 

目的 

不登校や生活困窮により不足している教育の格差や体験格差を埋める。子ども
自身の主体性を大切にし、「やりたい！」「好き！」をたくさん見つけ体験し、
居場所で自分の役割を持ち、将来の希望、進路に繋げる。 
広い園庭での運動やその時折の季節にふれ「見る」「聞く」「嗅ぐ」「触れる」等
感性を養い、地域の方や多年齢の子ども、多世代の方と関わりを持ち、対人関
係や他者への優しさを養う。 
不登校の子ども達だけの体験活動を通して、仲間を作り放課後の学習支援につ
なげる。 

内容 

■オープンスペース まんなか（参加無料、広場開放） 
４月～ 月 1回/全 12 回 

4/24、5/22、6/26、7/24、9/25、10/23、11/27、12/25、1/22、2/26、3/26 
・子ども達が自分の考えでのびのび過ごせる居場所 
・産後うつやネグレクトなどの早期発見に繋げる活動 
・誰でも来られる広場とし、多世代交流、異年齢の交流ができる居場所 
 
居場所の中で講座・ワークショップを開催 
4/24 こいのぼりワークショップ（有本建設） 
6/26 多胎の会（多胎の会 おてて） 
7/24 性のお話会（東海林みゆき） 
8/28 紙コップタウン（岩手萌々花） 
   遺産整理ワークショップ（ココピア） 
11/27 クリスマスワークショップ（journey） 
 
 

■みっけの日 （不登校児の居場所、体験活動） 
6/26、7/24、9/25、10/23、11/27、12/25、1/22、2/26、3/26 
広場開放日 午前中 
対象：不登校・学校に行きづらい子、その親 

元不登校の親・支援者も参加可能 
6/26 やりたいことをみつけよう！！ 
7/24 吹奏楽を体験したい！ 講師：岡山大学応援団総吹奏楽団 
9/25 パステルアート体験会 講師：三吉由佳 
10/23 親の会 座談会 
11/27 親の会 発達特性と不登校 

講師：NPO 法人ねっこ心理カウンセラー深瀬みどり 
12/25 クリスマスけーくづくり 講師：シェフ☆きっず岡山 光岡明里 
1/22 肉球ペンたてづくり 講師：育休インストラクター 木林靖幸 

https://mannaka.amebaownd.com/


2/26 親の会 座談会 
3/26 みっけ発表会  
 
  子ども達が自由に遊べ、強要されない安心安全な居場所を作り。 
  居場所の終盤に、子どものやりたいことを聞き、次回の講座内容を決め
た。 
 
【習い事・学習支援】広場開放日 午後 

6/26、7/24、9/25、10/23、11/27、12/25、1/22、2/26、3/26 
 
 ●ダンス：講師 入江万紀子さん 
●ピアノ、リトミック：講師 岡本絵理子さん 

  
 

当初の
計画か
らの変
更点 

・不登校の子どもだけでの参加は難しいと感じ、親の会を開催。 
まず親が安心できる場所だと感じ、子どもと一緒に来れるようになればと、継続
的に親の会を開催していこうと考えた。 
 
 
 
 
 
 
 

成果 

【参加者数】 
延べ 大人 182 名・子ども 400 名 合計 582 名 
うち みっけの日参加者 大人 17 名・子ども 14名 合計 31名      

放課後体験活動参加者 大人 53名・子ども 68名 合計 121 名 
 
■オープンスペースとして居場所を開けておくことにより、子どもたちが自由
に過ごせる居場所が地域にでき、子どもも大人も立ち寄れる場所となった。夏
は暑く、地域の方が熱中症で倒れた子どを保護した話もあり、居場所を夏だけ
でももっと開けてほしいなど、声が上がった。 
 
■みっけの日は子どもたちから、やりたいことが次々と出て充実した会となっ
た。やりたいを実現し、子どもの自身にもつながったと感じている。また、実
際やっていく中で、不登校＝発達障害との関係がとても大きいと感じた。不登
校の居場所というだけでは難しく、スタッフも専門性や知識的にももう少し、
勉強が必要だと感じた。 
 
■放課後体験活動はちょっとやってみたいなという体験の場所になり、通常の
習い事のような縛り感もなく、子どものたちの主体性を大切にしながら進める
ことができた。アンケートはどれも満足との回答であった。 
生活困窮家庭の方、ひとり親家庭の方の参加もあり、連続受講にもつながっ
た。 
 
アンケート結果 
・たのしかったです。音楽をよくきいてくれているといいなを思いました。（リ
トミック） 
・自由にさせてもらえるので、あかちゃんでも楽しめて良かったです。年齢差
があっても子どもには良い刺激になったと思います。（リトミック） 
・聞いていないようで聞いているんだなと発見でした（リトミック） 
・個人レッスンでわかりやすくゆっくり教えていただき、身近な教科書を元に
｢できた！｣の顔がうれしそうでした（ピアノ） 
・ついて行くために集中してやっていたのが良かったです（ダンス） 
・普段できない楽器が触れ、お姉さんたちと演奏できたのが楽しかった（みっ
けの日） 
 



今後の課題と対
応策 

■課題 
助成金に頼っての運営だったため、居場所の継続が難しい。 
不登校の子の親は子どもに他者との関わりを求めがちだが、まず不登校初期の子はお家で
充電することが必要である。私たちのような施設に来れるのは中期や後期の子であり、そ
の子たちの目に止まるように継続することが大切であるが、努力不足を痛感する。 
 
■対応策 
・寄付や収益事業を立ち上げ、助成金に頼ることなく、居場所運営をできる仕組みづく
り。 
・体験活動については、引き続きできることを行っていきます。 
・不登校支援については、定期的に親の会を開催していき、親子で来れる居場所を目指し
て行く。また、発達障害など、スタッフの研修も行っていきたい。 
 



写真の提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 


